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平成１６年度 決算報告書

国立大学法人 東京大学

（単位：百万円）

区分 予算額 決算額 差 額 備考

（ ）決算－予算

収入

92,640 92,640 0運営費交付金

施設整備費補助金 △ （注１）12,025 10,004 2,021
船舶建造費補助金 － － －

118 118 0施設整備資金貸付金償還時

補助金

国立大学財務・経営センター － － －

施設費交付金

45,019 47,363 2,344自己収入

授業料及び入学金及び検定 △ （注２）15,054 14,331 723
料収入

附属病院収入 （注３）28,862 29,383 521
財産処分収入 － － －

雑収入 （注４）1,103 3,649 2,546
産学連携等研究収入及び寄附 （注５）30,037 51,416 21,379
金収入

5,229 5,190 39長期借入金収入 △

185,068 206,731 21,663計

支出

130,874 127,506 3,368業務費 △

76,866 76,944 78教育研究経費

診療経費 （注６）34,444 37,156 2,712
一般管理費 △ （注７）19,564 13,406 6,158

施設整備費 △ （注１）17,254 16,421 833
船舶建造費 － － －

産学連携等研究経費及び寄附 △ （注８）30,037 29,512 525
金事業費等

6,903 6,876 27長期借入金償還金 △

185,068 180,315 4,753計 △

0 26,416 26,416収入－支出
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○予算と決算の差異について

（注１）施設整備費補助金及び施設整備費については、期中の計画変更及び翌年度への繰越等により

予算金額に比して決算額が少額となっています。

（注２）授業料及び入学金及び検定料収入については、１７年度入学者から授業料は前納としなくな

（ 、 。） 。ったこと 但し 研究生を除く 等により予算金額に比して決算額が少額となっています

（注３）病院収入については、稼働率の向上等により予算金額に比して決算金額が多額となっていま

す。

（注４）承継剰余金の収入については、自己収入の雑収入に含まれ、支出については、業務費、施設

整備費、産学連携等研究経費及び寄附金事業費等に含まれています。

（注５）産学連携等研究収入及び寄附金収入については、予算額には寄附金収入の承継分が含まれて

いないが、決算額には含まれている（17,697百万円）ため多額となっています。

（注６）診療経費については、稼働率の向上等に伴う物件費及び人件費の増により予算金額に比して

決算金額が多額となっています。

（注７）一般管理費については、管理経費の節減等により予算額に比して決算額が少額となっていま

す。

（注８）産学連携等研究収入の獲得の減少に伴い、支出額も少額となっています。

○損益計算書との集計区分の相違について

（１） 業務費の教育研究経費には、損益計算書の教育経費、研究経費及び教育研究支援経費が含ま

れ、寄附金を財源とする費用は含まれていません。

（２） 損益計算書の役員人件費は、業務費の一般管理費に含まれ、教員人件費及び職員人件費は、

業務費の教育研究経費、診療経費、一般管理費、産学連携等研究経費及び寄附金事業費等に

それぞれ含まれています。


